医用電子情報システム論　演習７

１．クロックパルスの立ち上がりで動作するＲＳフリップフロップに図１のような入力を加えたときの出力Ｑの変化を描け。
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図１

２．クロックパルスの立ち下がりで動作するＤフリップフロップに図２のような入力を加えたときの出力Ｑの変化を描け。
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図２

３．クロックパルスの立ち下がりで動作するＴフリップフロップに図３のような入力を加えたときの出力Ｑの変化を描け。
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図３

４．クロックパルスの立ち上がりで動作するＪＫフリップフロップに図４のような入力を加えたときの出力Ｑの変化を描け。
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図４

５．次のフリップフロップを用いてＴフリップフロップを構成せよ。

(1) Ｄフリップフロップ
(2) ＪＫフリップフロップ

６．次のフリップフロップの機能を論理式で表せ。

(1) ＲＳフリップフロップ

(2) ＪＫフリップフロップ

